
 

 

一般社団法人サードパス 

2017年度事業報告書 

（2017年 10月 1日～2018年 9月 30日） 

 

 

 

1. 勉強会事業 

i. 月１回、医療従事者を対象とした対話のためのワークショップ「irori（いろり）」を開催した。 

 

●第 34回 2017/10/03（火） 

「高齢者と家族を支える これからの在宅医療」 

～家族療法を取り入れた、認知症への新しいアプローチ～ 

医療法人至髙会 在宅療養支援診療所 たかせクリニック 理事長 髙瀬 義昌 さん 

 

●第 35回 2017/11/15（水） 

「その人らしい医療・介護の意思決定支援」 

～「医療に効くエンディングノート」を作ってみよう！～ 

株式会社 健育社 代表／薬剤師 畑川 郁江 さん 

 

●第 36回 2017/12/05（火） 

「社会福祉協議会と地域包括ケアシステム」～90万都市・世田谷区の事例～ 

社会福祉法人 世田谷区社会福祉協議会 地域福祉課 日常生活支援センター 係長 

／社会福祉士 阿藤 京子 さん 

 

●第 37回 2018/01/18（木） 

「健康格差社会への処方箋」～都市型モデルの開発をめざして～ 

千葉大学 予防医学センター 社会予防医学研究部門 教授 

／大学院 医学研究院 公衆衛生学 教授 近藤 克則 さん 

 

●第 38回 2018/02/20（火） 

「人口減少社会におけるこれからの医療政策」 

～元中医協会長が読み解く、2018年度医療・介護の同時改定～ 

津田塾大学 総合政策学部 教授／三重大学 大学院医学系研究科 客員教授 森田 朗 さん 

 

●第 39回 2018/03/16（金） 

「医療の費用対効果を考える」～高額医療は本当に国を滅ぼすのか？～ 

東京大学大学院 薬学系研究科 医薬政策学 特任准教授 五十嵐 中 さん 

 



●第 40回 2018/04/17（火） 

「認知症の人も安心して外出できる社会とは」 

～これからのコミュニティケアと社会参加のあり方を考える～ 

ビーンズ地域総合ケアセンター 作業療法士／法政大学大学院 政策創造研究科修士課程  

CSR研究所 特任研究員 前田 亮一 さん 

 

●第 41回 2018/05/09（水） 

「地域医療の拠点となる かかりつけ薬局とは」～地域包括ケアを担う薬剤師の姿を考える～ 

公益財団法人杉浦記念財団 理事長／薬剤師 杉浦 昭子 さん 

 

●第 42回 2018/06/14（木） 

「超高齢社会を元気にする！国・地域・企業の取り組み」 

～編集者が読み解く、国や地方自治体の動きと保険外サービスの現状～ 

株式会社ライフ出版社 代表取締役 徳田 武 さん 

 

●第 43回 2018/07/22（日） 

「健康と人とをつなぐコミュニティナースの活動」 

～病院を出て地域に飛び込んだ看護師たちの思いとは～ 

コミュニティナースプロジェクト１期生／訪問看護師 小原 恵美 さん 

 

●第 44回 2018/08/08（水） 

「遠隔医療の最前線」～保険適用されたオンライン診療、その現状と課題～ 

株式会社インテグリティ・ヘルスケア 取締役 事業本部長 戸上 浩昭 さん 

 

●第 45回 2018/09/11（火） 

「医療と地域とわたしの未来」～サードパス活動報告会＆参加者交流会～ 

 

  

【写真】iroriワークショップの様子 

 

 

 



ii. 地域内で出張 iroriワークショップを開催した。 

 

＜リエゾンファーマシーセミナー＞ 

昨年度の杉浦地域医療振興助成に採択されたことを受け、これまで実施していた複数の調剤薬局

薬剤師の勉強会から、地域の中核病院薬剤部との薬薬連携勉強会へと企画を発展させて実施した。県

の病院薬剤師会や市の薬剤師会にも賛同いただき、いくつかの回は共催として開催できた。 

 

 

表：リエゾンファーマシーセミナーの活動（2017/10/01～2018/09/30） 

日時 場所 内容 講師 

2017/12/14 北浦和 

カルタスホール 

第 2回薬薬連携勉強会 

「慢性腎臓病（CKD）における

薬物治療」 

大野洋一 

（埼玉医科大学腎臓内科兼

地域医学推進センター） 

2018/01/15 アイン薬局浦和店 

待合室 

世話人会 － 

2018/01/24 さいたま市立病院 

仮設棟会議室 

第 3回薬薬連携勉強会 

「地域医療における薬剤師の 

役割」 

金澤幸江 

（土浦薬剤師会） 

2018/02/26 阪神調剤薬局 

浦和店待合室 

世話人会 － 

2018/03/06 さいたま市立病院 

仮設棟会議室 

第 4回薬薬連携勉強会 

「今求められる連携と薬剤師の

役割」 

平井みどり 

（神戸大学） 

 

 

【写真】リエゾンファーマシーセミナーの様子 

 

 

 



 

【図】杉浦記念財団 助成報告会での発表ポスター 



 

iii. NPO法人 患者中心の医療を共に考え共に実践する協議会（JPPaC）や患者会との共催により、

クリスマスコンサート「生きる喜び歌う喜び」を開催した。 

 

●2017/12/01（金）クリスマスコンサート＠せたがやがやがや館 集会室 

  

【写真】クリスマスコンサートの様子 

 

 

iv. NPO法人オレンジアクトの事務局運営を受託し、協働で活動を行った。 

 

＜主な実施イベント＞ 

●2017/10/31（火）認知症に備えるワークショップ＠シニアステーション糀谷 

●2017/11/07（火）VR認知症体験会＠シニアステーション糀谷 

●2017/12/03（日）大田区福祉イベントブース出展＠大田区産業プラザ PiO 

●2018/01/21（日）大田区発！認知症への備えを考えるシンポジウム＠池上会館 集会室 

＜その他の活動＞ 

 東京ホームタウンプロジェクトのプロボノチームと協働で調査を実施 

 大田区民やコールセンター事業者を対象とした認知症講座を開催 

 大田区高齢福祉課より、認知症サポーター養成講座受付業務と徘徊模擬訓練の企画を受託 

 

  

【写真】（左）ワークショップの様子 （右）シンポジウムの様子 

 



 

2. その他の事業 

i. 他団体の開催する勉強会の講師として、医療・介護従事者などに向けたワークショップの講演を

行った。 

 

●2018/02/14（水）杉浦記念財団 医薬品適正使用協働研究会 

「これからの医療における場作りの意味」 

 

●2018/02/27（火）西南部在宅医療研究会 

「医療介護における場作りや連携の意味」 

 

●2018/03/02（金）薬局共創未来人材育成機構 薬剤師向けWebセミナー 

「薬剤師のためのワークショップ入門」 

 

●2018/08/30（木）真和セミナー（パネリスト参加） 

「これからのメディカルコミュニケーションを考える」 

 

以上 

 

  



一般社団法人サードパス 

貸借対照表 

（2018年 9月 30日現在） 

 

    （単位：円） 

資産の部 負債の部 

科 目 金 額 科 目 金 額 

流動資産  流動負債   

現金預金 917,735 未払金 13,978 

売掛金 641,790 預り金 38,475 

未収入金 7,829  流動負債合計 52,453 

商品券 20,000 固定負債  

流動資産合計 1,587,354 長期借入金 1,750,000 

固定資産  固定負債合計 1,750,000 

工具器具備品 14,849 負債の部合計 1,802,453 

固定資産合計 14,849 純資産の部 

  繰越利益剰余金 △200,250 

   利益剰余金合計 △200,250 

    純資産の部合計 △200,250 

資産合計 1,602,203 負債・純資産合計 1,602,203 

  



 

一般社団法人サードパス 

損益計算書 

（2017年 10月 1日～2018年 9月 30日） 

 

 

  （単位：円） 

科目 金額 

Ⅰ経常収益     

１．事業収益     

ワークショップ収益 433,000   

書籍販売益 11,800   

オレンジアクト業務委託 1,726,920   

２．受取寄付金 5,300   

３．受取助成金 132,772   

４．その他収益     

受取利息 12   

経常収益計   2,309,804 

Ⅱ経常費用     

１．事業費     

役員報酬 1,320,000  

事業所賃貸料 192,149   

荷造運賃 13,941   

広告宣伝費 20,759   

会議費 64,258   

通信費 1,450   

支払手数料 3,132   

貸借料 19,560   

支払報酬料 328,888   

事業費計 1,964,137   

２．管理費     

給料手当 120,000  

法定福利費 178,899  

福利厚生費 9,713  

事業所賃貸料 192,149   

消耗品費 819   

減価償却費 29,694   

管理費計 531,274   

経常費用計   2,495,411 

税引前当期純利益   △185,607 

法人税、住民税及び事業税   70,600 

当期純利益   △256,207 


